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外部有識者の評価の区分（①有効であった、②有効とは言えなかった）

交付金
実績額

事業終了後に
おける
実績値

単位：円 指標 指標値 単位 実績値
事業の
評価

外部有識者からの意見

森林セラピー基地等
を活用した収益性の
ある体験プログラム
数※増加分

2 件 2 100%

丹沢表尾根（ヤビ
ツ）への年間観光客
数※増加分

0 人 - -

（仮称）ヤビツ山荘
の年間利益額※増加
分

0 円 - -

森林セラピー基地等
を活用した収益性の
ある体験プログラム
数※増加分

3 件

丹沢表尾根（ヤビ
ツ）への年間観光客
数※増加分

0 人

（仮称）ヤビツ山荘
の年間利益額※増加
分

0 円

森林セラピー基地等
を活用した収益性の
ある体験プログラム
数※増加分

5 件

丹沢表尾根（ヤビ
ツ）への年間観光客
数※増加分

11,190 人

（仮称）ヤビツ山荘
の年間利益額※増加
分

1,825,000 円
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No 交付対象事業の名称 事業概要

本事業における重要業績評価指標
（KPI）

達成率
事業効果

（自己評価）

外部有識者の評価

【R1年度計画】
　令和２年度供用開始に向け、観光
拠点施設の設計を行う。また、森林
セラピー基地認定申請を行い、認定
を目指す。さらには、観光拠点施設
で販売する地域特産物や地域の特色
ある飲食（名水、そば、落花生、ジ
ビエ等）を具体的に開発するととも
に、森林セラピー基地等を活用した
体験プログラムを企画し、試験的に
実施する。

4,143,000
（内示額）

【R2年度計画】
　観光拠点施設の工事発注を行い、
備品・消耗品等の購入やＰＲを行う
など、運営体制を整備し、秋口頃に
供用開始する。同時に地域特産品の
販売や特色のある飲食の提供を開始
するとともに、森林セラピー基地等
のグリーツーリズム事業を本格的に
実施する。また、国内・海外のイン
フルエンサー等を活用したシティー
プロモーションを実施し、アウトド
アやグリーンツーリズムが盛んな地
域ブランドを確立する。

44,332,000
（内示額）

3

ヤビツ峠周辺観光拠点
施設を核とした「森・
里・観」連携事業の推
進と地域ブランドの確
立

【全体概要（目的）】
  丹沢表尾根や大山の登山口である
とともに、ヒルクライムの聖地とし
て多くの登山者やサイクリストに愛
され、当市で最も多い年間約７０万
人の観光客が訪れる「ヤビツ峠」。
ヤビツ峠周辺を対象に都市住民や訪
日外国人等が余暇等を利用して、登
山やヒルクライム、里地里山体験等
のレクリエーションを満喫してもら
うための観光拠点施設「（仮称）ヤ
ビツ山荘」及び「森林セラピー基
地」を整備し、ボランティア団体や
民間企業を巻き込んだ、経済性のあ
る持続可能な森林・里地里山・観光
（森・里・観）の連携事業を展開す
ることにより、交流人口の増加と市
内消費を生み出し、地域所得の向上
及び観光振興を図り、アウトドア活
動やグリーンツーリズムが盛んな地
域イメージを確立する。

【Ｈ30年度実績】
 観光拠点施設の整備や森林セラピー
基地の候補地の選定、地域特産物の
販売や地域の特色ある飲食の提供、
観光体験プログラムの開発等の基礎
とするため、地域資源の現状分析・
課題抽出を行い、事業着手から運営
まで含めた全体計画を作成した。

5,446,950

②相当程度効果的であっ
た

（評価理由）
3年間の事業であり、事
業の効果を検証できる段
階に至っていないが、森
林セラピーについては、
一部実施し、ある程度の
集客ができている。


